
 

 

 
 

 

南予地区愛護班活動研究集会「青少年健全育成の集い」 

～地域の教育で未来を変える～ 

 

６月 29 日（土）に大洲市総合福祉センターで、南予地区愛護班活動研究集会「青少年健全育成

の集い」が開催されました。 

 

a情報提供 a 

県社会教育課から愛護班の経緯、青少年教育の現状と課題、県教育基本方

針と愛護班活動目標の共通点について情報提供がありました。県教育基本方

針の一番初めに掲げられている「未来を切り拓くたくましい子どもたちの育

成」は愛護班の活動目標に一致していることを再認識しました。 

また、現在、家庭を取り巻く環境が大きく変化しており、子育てに悩みや不

安を持つ保護者も多く、地域全体で家庭教育を支える体制を構築することが

必要となっていることも説明されました。このことから、県教育委員会は子育

て支援に関するプログラム「愛顔の子育てトーク＆わーく応援プログラム集」

を作成したこと、また、そのプログラムの活用方法についての説明もありまし

た。 

 

a講  演 a 

【演題】 「感動体験が、子どもの生きる力を育てる」 

【講師】 伊予鉄総合企画株式会社        

えひめこどもの城   園長   敷村 一元 氏 

感動体験が、子どもの生きる力を育てることへつながる

ことについて、統計データをもとに説明されました。子ども

たちにかかわる大人として、五感をひらく体験活動を考え

ることや笑顔が生まれるシチュエーションを作ること、先入

観を押し付けず一緒になって驚いたり、喜んだりすること

など多くの大切なポイントについて具体例を示しながらお

話いただきました。参加者からは「体験活動の大切さ、笑

顔の効果など、これからの活動の目標が明確となりまし

た。」との感想がありました。 
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＜参加者の声＞ 
 子どもたちの笑顔のために、今後の取組にたくさん
の体験を取り入れていきたいです。 
体験活動の減少が、異性の意識にもつながっている

のではないかといった考察にとても興味深いなと思
いました。 



a事例提供 a 

【事例提供者】 大洲市田口ふれあい子ども食堂     

 運営委員会   代表   武田 麗子 氏 

子ども食堂をきっかけに、地域の農家や企業、ボランテ

ィアとつながり、これらの地域資源を生かしながら活動を

広げ、持続可能な体制を作っていった取組についてお話し

いただきました。 

参加者からは、「子ども食堂について多くのことを知る

ことができました。これから、自分たちで子ども食堂を作り

上げていきたいです。」という感想がありました。子どもた

ちに様々な体験活動を提供するために、いろいろな人とつ

ながりながら活動される事例は多くの参加者にとって今後

の参考となるものでした。 

 

a情報交換 a 

グループ協議は、９グループに分かれ、「地域資源×体験活動」の

テーマに沿って情報交換をしました。 

様々な地域の方が協議できるようにグループ分けをしたため、

様々な地域の取組を伺うことができてよかったという感想が多く

挙がりました。同時に、スタッフの高齢化等、人材不足については

各地域共通の課題として挙げられました。 

青少年の健全育成に関わる様々な立場の関係者が活発な話合

いを行い、子どもたちの自然体験活動の充実について思いを共有

することができました。 

＜参加者の声＞ 

 地域の力がとてもすばらしいです。続けていくこと

で輪ができて素敵です。 

 子ども食堂や三世代交流を体験した子どもたちが、

次の世代の子どもたちにつながっていくのがすばら

しいと思います。 

 

＜参加者の声＞ 

 みなさんの取組を情報交換できて、今後の参考になりました。 

 行政担当者、学校関係者、公民館関係者など、いろいろな立場の意見が聞けて良かったです。 

 他市町の取組や課題等について話し合うことができ、とても有意義な時間になりました。 


